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中２数学Ｂ ２０１９年度１学期 本問解答 

§３ 完全平方形 

※ 欠席してしまった場合は、問 3.1, 問 3.2, 問 3.5～問 3.9を（余裕があれば問 3.3,  
問 3.4も）自分で確認し、p.18, p.19の宿題 H3.1～H3.5に取り組んで提出してくだ
さい。

問３.１ 

(1) 22 2 2 2( ) ( )( ) 2a b a b a b a ab ab b a ab b          

(2) 22 2 2 2( ) ( )( ) 2a b a b a b a ab ab b a ab b          

(1)の bを b で置き替えたと考えてもよい。

問３.２ 

(1) 2 2 2 2 2( 3 ) 2 3 (3 ) 6 9x y x x y y x xy y        

(2) 2 2 2 2(3 2) (3 ) 2 3 2 2 9 12 4x x x x x        

(3)      2 2 2

3 2 3 2 3 2 2 3 2 6 2 5 2 6          

(4)    2 2
23 5 3 2 3 5 5 9 6 5 5 14 6 5          
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問３.３
少し見通しよく、一般化して比較してみよう。正の数 aに対し、

 

 

2

2

2

2

3 2 ( 3) 3

2 3 2 3 ,

1 2 1 2 ( 1)( 2) 2

2 3 2 3 2

a a a a a a

a a a

a a a a a a

a a a

      

   

         

    
より、

   2 2

3 1 2a a a a     

である。 3, 1 2a a a a     は正なので、2乗しても大小関係は変わらないから、

3 1 2a a a a     
と分かる。

2345a  を代入して、

2345 2348 2346 2347  

問３.４
(1) 3つとも正の数なので 2乗しても大小関係は変わらない。

 

2

2 2

2
2

2

2 2

( 1) 2 1,

( 2) 4 4,

4 4 ( 2 ) 2

n n n

n n n

n n n n n n n

   

   

     

で、 1n≧ だから、

 2
2 2 2( 1) 4 ( 2)n n n n    

である。したがって、

21 24nn n n   

(2) (1)より、 2 ( )4 4n nn n  は、連続する 2つの自然数の間にあるので整数では

ない。ゆえに、差が 4 の自然数の積の正の平方根 1 5 , 2 6 , 3 7 , … の中
に整数になるものはない。
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問３.５ 

(1) 2 2 2 25 25, 15 225, 25 625, 35 1225,    
より、下 1桁が 5の自然数 N に対し、 2N の下 2桁は 25であると予想される。

(2) 下 1桁が 5の自然数 N は、
10 5N m  （mは 0以上の整数）

と表せる。これより、
2 2

2 2

2

2

(10 5)

(10 ) 2 10 5 5

100 100 25

100( ) 25

N m

m m

m m

m m

 

    

  

  

となる。 2m m は 0以上の整数だから、 2100( )m m は 0以上の 100の倍数となり、
2N の下 2桁が 25であることが分かった。

問３.６ 

(1) 2 2 2 22 1 2 1 1 ( 1)x x x x x        

(2) 2 2 2 24 20 25 (2 ) 2 2 5 5 (2 5)x x x x x        

問３.７ 
(1) △ACHは 30°, 60°, 90°の直角三角形だから、

3 1
AH AC 3, CH AC 1

2 2
     

したがって、

BH AB AH= 2 3  

(2) △BCHにピタゴラスの定理を用いると、(1)および
1

CH AC 1
2

   より、

   
2 2 2

2 2
2 2

BC BH CH

2 3 1 2 4 3 3 1 8 4 3

 

        

したがって、

BC 8 4 3 

B

C

A 2

2

30 H
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問３.８ 
(1) CA CD より、 CDA CAB 30°    だから、

△DBIは 30°, 60°, 90°の直角三角形であり、

BD : BI 2 : 1   ·················································· ①
また、AB AC より、

180° BAC
ABC ACB 75°

2


    

だから、
CBI 180° ABC DBI=180° 75° 60° 45°      

よって、△CBIは直角二等辺三角形であり、

BI : BC 1 : 2   ················································ ②
①, ②より、

BD : BI BC 2 : 1 : BD2, 2: BC= 2 2 1: :   
 

： ∴

(2) Cから ADへ下ろした垂線の足を Hとすると、CA CD より、Hは ADの中点と一
致する。 △ACHは 30°, 60°, 90°の直角三角形となるから、

3
AH AC 3, AD 2AH 2 3

2
     

したがって、

BD AD A 3B 2 2   

これと(1)より、

2 2
BC BD

2 2
  2  3 1 6 2  

※ 問 3.7と問 3.8の結論の見た目は異なるが、

 2

6 2 6 2 12 2 8 4 3     

より、同じ値を表していることが確かめられる。

B

C

A
30

D

I

2

2 2

H
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問３.９ 
(1) 二重根号が外れて、

5 2 6 a b  
と表せるとする。

     2 2 2

2 2ba b a a b a b ab       

なので、

 2

5 2 6

2

a b

a b ab

  

  

∴ 5 2 6 2a b ab   
が成り立つ。そこで、

掛けて 6 足して 5 
となる 2数 ,a bを探してみると、3と 2が見つかる。よって、

5 2 6 1.7323 2 1.410 3.142 4    

(2) 二重根号が外れて、

7 4 3 a b  

と表せるとする。左辺は正の数なので、 a b も正の数であり、

a b  ········································ ☆
であることに注意する。

     2 2 2

2 2ba b a a b a b ab       

なので、

 2

7 2 2 3

2

a b

a b ab

   

  

∴7 2 12 2a b ab   
が成り立つ。そこで、

掛けて 12 足して 7 
となる 2数 ,a bを探してみると、4と 3が見つかる。よって、☆に注意して、

4 3 2 3 27 4 3 0.21.7320 6       


